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社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 
2005 年 11 月 18 日（金） 定例研究会 
テーマ：環境問題と社会経済システム 
報告者：宮本憲一（大阪市立大学名誉教授） 


















２．End of Pipe から Sustainable Society へ 
 公害対策や技術はすすんだが、それらは、End of Pipe になっているので、自動車公害、
廃棄物公害、アスベスト災害にみるように次々と新種の公害が発生している。大量生産・
消費の社会経済システムの変革が必要である。経済学者はすべて無限の成長を信じている
のではない。すでに J.S.Mill は、『経済学原理』の中で Stationary State が到来すること















（当日配布の Power Point のレジメ参照） 
 
テ ー マ：「古典派貨幣理論をめぐって」 
報 告 者：佐藤有史（湘南工科大学助教授） 
コメンテーター：平井俊顕（上智大学教授） 
コメンテーター：野口旭（本学教授） 
開催日時：12 月 18 日（日） 15 時 00 分〜18 時 00 分 
場  所：専修大学神田校舎 7 号館 6 階 764 教室 
［報告内容概略］ 
 貨幣理論は、経済学の最も古い主題であると同時に、最も現代的な課題である。この研














－ 31 － 
 それに対して、コメンテーターの一人である平井俊顕氏は、佐藤氏の観点は興味深いも
のの、貨幣理論における現代的な論議を前提とする限り、貨幣数量説を古典派貨幣理論の
重要な構成要素と考える「古い解釈」よりも佐藤氏の「新しい解釈」の方がより明快とは
いえないと論じた。もう一人のコメンテーターである野口は、貨幣数量説の要件が貨幣供
給の外生性にあることは確かであるが、佐藤氏が指摘する残りの三つの要件は、必ずしも
貨幣数量説と必然的に結びつくとは言えず、したがってその点を論拠とする佐藤氏の古典
派貨幣論解釈は十分に説得的とは言えないと論じた。こうしたコメントを受けて、佐藤氏
のリジョインダーが行われ、さらに出席者（12 名参加）を交えた活発な討論が行われた。
（記：専修大学経済学部・野口旭） 
 
 
